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1 分節化については、第 3 章第 1 節で詳しく述べる。 
2 中国語話者の多くには、「また」が「まだ」に聞こえるようである。 
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により、次のように聴解のレベルを 8 段階に分類した3。 
(1) レベル 1 (Noise) の学習者は、テープが早すぎる、長すぎる、全く知らない語のみ
だなどの理由で、１つの音素すら聞き取ることができない。 
(2) 次に、レベル 2 (Distraction) の学習者は、音声を聞きながら、マッチした絵を選ぶ
というタスクが過重負担であるため、絵を選ぶ前に、次の音声が流れてくるという
ことになり、タスクを継続することができない。 
(3) そして、レベル 3 (Syllable restructuring) の学習者は、音の流れを音節ごとに、切
り出すことが困難で、例えば、“I seem” を“ice” と区切ってしまう。 
(4) また、レベル 4 (Syllable identification) の学習者は、1 音節、たとえば、“wash”を
聞き取ることができ、それに基づいて絵を選ぶ。 
(5) さらに、レベル 5 (Key word association) の学習者は、１つのキーワードを聞き取
り、それに基づいて絵の選択を行う。 
(6) そして、レベル 6 (Linked by words) の学習者は、2 つ以上のキーワードを聞き取る
ことができ、それに基づいて絵を選択する。 
(7) レベル 7 (Phrases) の学習者は、前置詞などを含んだ句を聞き取ることができ、絵
の選択を行うときに誤答の絵を減らすことができるため、正しい答えを選択する率
が高い。 











いう試みが早稲田大学の日本語研究センター (吉岡 2008) によって行われている。そこ
では、教師は未知語を、直ちに教えることをせずに、まず、学習者に推測するように指
                                                        
3 下記の分類は、Ross (1997) によるものであり、原文は、英語であったものを筆者が日本語に翻訳したも
のである。 
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えていく。日本語の分節化習得に関する研究 (林 2003) によると、2 音節 3 モーラ語9と
3 音節 3 モーラ語を生後 4～6 ケ月の乳児は弁別できなかったが、8～10 ケ月の乳児が弁
別できたということである。つまり、ネイティブスピーカーでも、分節化ができるよう







また、第 1 言語習得と比較すると、第 2 言語習得に時間がかかることはよく知られて
いる。Driscoll (1999) によると、Vilke は、外国語をマスターするために、1000 時間以上、
聞く必要があると推計したということである。 








声の境界には、アクセント句境界、イントネーション句境界 (五十嵐ほか11 2006: 348) が
ある。アクセント句とイントネーション句の違いは、対象とする句のピッチのレンジが
先行する句のピッチレンジより、縮小する（ダウンステップ）か、それとも、拡大する
                                                        
9 2 音節 3 モーラ語は、特殊拍、つまり、撥音、長音、促音などを含む。 
10Cutler and Noris (1988)があるコーパスの語について調査したところ、75％の語が語頭に強勢アクセントが
あったという。そのため、英語の語の切り出しは比較的容易である。 
11 『日本語話し言葉コーパス』には、形態素の境界を示す語境界もある。 
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12 ここで提示した図は、筆者が NHK 動画ニュース『台湾公共の場所での喫煙禁止』 (2009.1.11) から、音声
を抽出し、その音声を Praat で作成したものである。ウィンドウの長さは約 6.5 秒 








































ンで転落死』 NHK動画ニュース 2009.3.21) 
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15 Audacity の使い方や動画ニュースから、音声ファイルを抽出する方法については、「日本語ニュース聴
解教授法」（白井 2008）に詳細に述べてあるので、参照されたい。 
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つけるように指示する。1 から 4 の「わたしわ」が、名詞句であり、5 から 13 の「かな
だのだいがくへ」も、名詞句である。次の 14 から 17 の「いきたい」が動詞句であるの
で、フレーズの終りは、4、13、17 となる。 
次に、助詞と思われるひらがなの訂正を行うように指示する。4 の「わ」を「は」に、






























                                                       
小テストには、実験に使っているマテリアル以外に、教科書の単語、ならびに日本語
能力試験の模擬テストの問題を加えている。教科書の単語については、ニュースを聞か
せながら、日本語とその中国語訳を書かせる。模擬テストは、第 1 学期に 2 級を用い、
第 2 学期には 1 級の問題を用いている。実験に使ったニュースは、1 分前後、字数にし
















17日本語学習歴 3 年程度の学生が対象である。台湾では、9 月から、翌年 1 月までが、第 1 学期、2 月末か





北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 
No. 8, 13-32, 2010. 
 
答 図 図 図 図 図 音声 音声 音声 













































表 2 試験問題の内容 
テスト問題の 3 級20の例（回答欄：時計の絵、7:10, 7:30, 7:40, 7:50） 
問：男の人と女の人が話しています。映画は何時から始まりますか。 
女：まだ、出かけなくていいの？男：え、今何時？女：7 時 10 分前よ。男：あ、大変だ。
あと、40 分で映画が始まっちゃうよ。行ってきます。 
この質問の正解者は最初のテストでは 2 人であったが、2 回目では、6 人であった。 
参加者 15 人21の成績は表 3のようである。13 人の成績が良くなった。中でも学生 5 の
向上は著しい。だが、学生 14 は、成績が悪くなり、学生 2 は変化がない。 
 
 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 学生 6 学生 7 学生 8 
前 8 10 7 12 3 7 10 10
後 12 10 9 15 15 10 12 17
 学生 9 学生 10 学生 11 学生 12 学生 13 学生 14 学生 15 合計 
前 4 7 6 11 6 12 15 128
後 6 14 9 16 7 9 18 179




図 3 訓練前と訓練後の成績の変化 
                                                        




加した 15 人のみについて、報告する。 
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更に、対応のあるサンプル t 検定を行ったところ有意差が見られた（t= 3.806, df=14, 
p=0.02）。このようにこの訓練を行った結果、学生の聴解能力は向上した。 
レベル別に変化を見てみると、3 級レベルの平均正解率が 30％から 52％、2 級レベル
が 45％から 63％、1 級レベルが 41％から 48％とそれぞれ、伸びている。伸び率は、3 級
















(1) 約 1 カ月後（10 月 16 日）『ヨミウリニュースポッドキャスト』(2008.3.12) 




23 人中、7 人、全体の約三分の一のみが、回答した。また、「いちがつ」を「1 月」と記
入した学生は、23 人中 4 人とかなり少ない。 
(2) 約 2 カ月後（11 月 13 日）『NHK ラジオジャーナル』(2008.7.7) 
約 2 ヶ月が経過し、この聴解練習に学生が慣れてきたのか、書ける漢字が増加してい
る。この日、使用したのはサミットが開かれる国際メディアについてのニュースであっ
た。24 人中 13 人が「大きな」を、10 人が「大変」を、8 人が「10 分」を漢字で記入し
た。また、「北海道」は交換留学する大学が北海道にあるためか、8 人が記入した。しか
し、同根語であっても、4 級の「外国」は、1 人、3 級の「世界」は、3 人だけが漢字で
記入した。 
(3) 約 3 カ月後（12 月 18 日）『ヨミウリニュースポッドキャスト』(2008.1.31) 
この日、使用したのは、東京と大阪で禁煙に対する考え方が違うというニュースであっ
た。ニュースの読み上げ方が、話しかけるような調子であったためか、わかりやすかっ
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たようである。22 人中 17 人が、「東京」や「大阪」を、15 人が「全面」を、10 人が「多
く」と「場合」を漢字で記入した。その一方で、「多く」を「大く」と書いた学生も 2、
3 人いた。 
(4) 約 7 カ月後（4 月 30 日）『ギョーザ手作りする家庭増加: NHK ニュース』(2009.1.30) 
使用したのは、毒入り餃子事件後、手作り餃子を作る人が増えたというニュースであ
った。23 人中 16 人が、「事件」を、15 人が「民間」を、14 人が「調査」を漢字で記入
した。これらの単語は、日本語能力試験の 2 級レベルの単語である。また、3 級レベル


















































考えていた。ところが、附録２の第 1 学期のアンケートの結果が示すように、6 点満点
で、平均 5 とあまり悪くなかった。 
また、「この教え方が好きだ」という意見に同意するかどうかという質問に、第 1 学期
では、「かなり同意する」という学生が、24 人中 12 人、「やや同意する」と言う学生が 6
人、「どちらかと言えば同意する」という学生が 2 人であり、否定的な選択肢を選んだ学













22 音韻ルールの例：ピンインの“h”が日本語の「カ行音」となることが多い。（会 hui?kai） 
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